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事務折衝   その後  
	
 

5 月 25 日の事務折衝で法人より提案された就業規則と労使協定について、代議員会にメ

ール審議をお願いしました。審議の結果は「法人の提案を承認する」というものでした。	
 

しかし「職員退職手当規則の一部改正」の経過措置については、具体的な記載が望ましい

と思われましたので、法人に対してその旨を求めましたが、受け入れてもらえませんでし

た。（添付ファイル参照。）	
 

	
 今回が初めてではありませんが、規則改定について条文の修正等を求めたときは、「前

例」や「他の規則との整合性」という側面を盾にして、誰でも感じるような条文の不自然

さや実際の運用についての懸念を、真正面から受け止めて返事をする、という姿勢が乏し

いように思われます。	
 

	
 

労働環境について   ハラスメントを感

じることはありませんか？  
	
 

2015 年度の組合活動方針にも記載されているように、近年「機構改革」、SGU 業務、地

域創生事業など、過密労働の契機が増しています。仕事量の増加や、或は経費の削減など

が引き金と思われるハラスメント（又はそれに近い言動）を、周囲で見たり聞いたりする

ことはないでしょうか？	
 

ハラスメントは、その被害を感じていても、ごく近くの人にはかえって相談しにくい心

理がはたらくものです。組合は労働環境の問題のひとつとしてハラスメントを扱っていま

すので、最近ハラスメントを感じたことがある方は、遠慮なく組合までご相談下さい。ま

た、ご自身ではなく、周囲でハラスメントを見受けた方も、遠慮なく組合までご相談下さ

い。	
 

	
 よろしくお願いいたします。	
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